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館蔵資料｢御城下古絵図(寛文年中)｣の紹介

半田和彦

城下町の発達を研究する場合，必要欠くべからざる

街料として城下絵図がある。hでも,i｝怖者名のlﾘj記

されているものは屯要である。これらの資料からBTtll,

武士の配侭1)そして商人町の発進など数多くの肝だが
可能である。城下絵図は製作の恵図により

A剛町割のゑのもの

B型内HTのみ､Ai'-住舌111).氾のもの

C型外ⅢI〃

D型内町と外町のlil.Jﾉの居住者Iﾘl記のもの

などに分類する二とが出来る。この内,D型のｲJ-在は

今の所噸認されていない。Aﾉﾘ』のものについては，こ

れまで『秋Ill県史」をはじめ多くの歴史Mにおいて紹

介されてきている。

しかし,B型,cﾉ型につL､てはこれまでのところ資

料の所在を含めて，あまり凋代，研究が行なわｵ(てL，

ないのが現状である。幸い，当節所蔵の,､'p屋家mm*'
の中にB型に属するものが二点存在する。その'ﾉ､jのひ

とつを描料紹介の形で示すこととした。

本資料一御城下古絵図（寛文年中）－を紹介するに

あた'1,B型に属すると‘思われる資料を現在知りi'iる

限り一覧すると次のようになる。

秋田蝿立区l菩館蔵

判州久保Ill大絵si(たて156cm×よこ152cm:

明治5年写，古内尭康とあり，ル軒iﾐ苦名から推定

して文政11)年(1827)～尺保元年1830;頃の城

下の様rを示す。「図li兇久保|Ⅱ城卜のl縦史」無

明舎出版渡部殿一著でほぼ印III化される。

秋田I,リi言総務部文書広報課厳

御IKl勝当m御城下絵ⅨI(130cm×150cm

町割りがはっきりせず，給人数も少なL､ため城下

絵図として利用価ｲIl'iは少ない。

御城下絵図(303cm×330cm

寛保2年（1742）製作。紬人名｢氾城数が多く，利

HJ([Hi仙が太である。

秋川ﾘi4立博物館川k

御城下古絵図(210cm×170cm:

寛文年4'(1661～1672のもの。僻Iすでi'i-かｵ'て

お{)，給人数も多く利川(illi値は入きい。

城下絵図148cm×160cm

宝mu年(1763;製作。V答で給人名がI『か＃'て

いる。給人数も寛文lUIと'11じ程度であるが，f体

的に給人名の文字が小さく，不鮮明である。

以上から|ﾘlらかなように水描料は城下絵図とLての

体雌を持つ雌も古い街料である。これまで秋Illﾘ1では

城~ド絵Ixlの印刷化が行なわｵ'ていなかった。それは，

絵Ⅸ|が火きく写真搬影にあたり数多くの|村雌がともな

うためと思われる。’'1:'庭，今I"lも,m"¥の試ij銚渓の

末，一応枇足のできる'ゲ真を僻る二とができた。印刷

化が行なわれず，これらの筏料か一部研究者のゑの利

川するところとなっていたため秋illにおける城卜今町研

‘だが立ち遅れてL,たものと忠オ〕れる。

本資料の印刷化にあたっては，給人名や|川数がi;i),,'l

できるようにすることを前提とし，搬影ば6×9版の

リスフィルムによった。

注l『秋ill県立博物航研究fM告』第7号「,1,野

':§家11'.から佐竹家li'.ヘーj､1,(沢家の場合一､卜IllｲⅡ

彦で秋川市中迩三」11蝶沢信夫家をテーーfとし

て取り扱う。

2『秋Ill雌立博物館収ﾉ,髄街料図録」雁'i'll守

雌家筏料を参照のこと。
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